
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よくわかる 中春別学校区ＣＳ学校運営協議会 シリーズ２７ 

「皆さんに知ってもらうために・・・。」 

今回は、地域の皆様、保護者の皆様にご協力いただきました小中一貫教育に関するアンケート

の集計結果をお知らせいたします。 

質問内容 

学校の在り方の中から中春別地区にふさわしいと思われるものを、①～⑤の番号でお答えください。   

①施設一体型（１つの校舎の中で小学校・中学校が学ぶタイプ）  

②施設併設型（同じ敷地内で別々の校舎で学ぶタイプ）  

③施設分離型（敷地は別ながらも一貫した教育のもとに学ぶタイプ）   

④義務教育学校（義務教育期間９年間を１つの学校として 

一貫教育を行うための学校） 

⑤その他                  

≪ご意見≫ 

◇施設一体型（小中一貫校）を選択されたご意見 

・人数が減っているので施設の管理等を考えると一体型の方が良いのではないかと思います。 

・小さい子は大きい子から、中学生は低年齢の子から学ぶものがあると思います。 

・生徒数が減少するので、施設一体型でチームプレーやチームで学ぶ事ができるから。 

◇施設分離型（小中一貫校）を選択されたご意見 

・立地のことを考えると、①、②には無理があるから 

・今の建物が利用できるのであれば、利用した方がいい。 

・行事や学習面など、教育に関してはいいと思います。小学校、中学校の雰囲気が全然違うので校舎

は別々の方がいいのではないでしょうか。 

・同じ敷地内までは望まないが、一貫した教育であるとよいと思う。 

・中学校が新しくなったばかりで、いちばん現実的だと思うため。 

・既存の施設を生かす方向の方が、無理がないかも知れません。 

・最終的には義務教育学校になるのではと思うが、しばらくの間各学校区の現状を踏まえて進むので

はと思う（適正配置を含めて）。当地区では現状を生かした小中一貫校が当面は望ましいと思う。 

◇義務教育学校を選択されたご意見 

・教職員の目的意識や共有、しくみ作りがしっかりできなければ、現在とあまり変わらない結果とな

りそうなので、④も選びました。６・３制という区切りでなく、１～５年、１～４年等、柔軟な区

切りも良いと思い④を選びました。（③、④を両方選択された方のご意見） 

集計結果では「敷地は別ながらも一貫した教育のもとに学ぶタイプ」を選択されたご回答が最も

多い結果となりました。また記述いただいたご回答は、子どもの数の減少にともない異学年交流の

充実を視野に入れた大人数での活動の保障を望むこと、既存の校舎を生かしたものであることが望

ましい（新築・増築等は現実的ではないというご意見を含め）こと、小学校から中学校を通して、

教育活動に一貫性を求めることなどのご意見にまとめられるように思います。 

 今回のアンケート結果を参考にさせていただきながら、第３回学校運営協議会（２月に実施予定）

において、小中一貫教育に向けての方向性について検討してまいりたいと存じます。 

また今回のアンケートでお寄せいただいた「コミュニティスクールの活動について」や「小中一貫

教育」に関するご意見につきましては、次回紹介させて頂く予定です。 

アンケートへのご協力ありがとうございました。 

小
中
一
貫
校 

※⑤の回答はありませんでした。 


